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7aro A5A7A1,, Chihiro 1,SH,=A.,, 5ina M,<A.E, .enMi <2SH,MU5A and .eiko M,<A=A., 
 
 

AEstract  
 

,n -apan, there are oYer 300 inhaEited remote islands. 5esidents of remote islands often Xse the 
ferryEoats, and change modes of transport at the terminal eYery time, Zhen they go to facilities in the 
mainland sXch as hospitals. Especially for the elderly residents, it is a Eig EXrden to change from a 
ferryEoat to a local EXs at the terminal. 7o relieYe the EXrden, the small si]e seamless ship transportation 
system Zhich can carry passengers to the destinations ZithoXt changing the modes of transport Zas 
deYeloped as pilot program. ,n this stXdy, it Zas grasped the receptiYity and the EXrden of the test 
sXEMects, compared the small si]e seamless ship transportation system and ferryEoat. 7he receptiYity of 
the test sXEMects, Zho Zere on Eoard the small si]e seamless ship transportation system as the 
passengers, Zas grasped from interYieZs sXrYey. And the EXrden of the test sXEMects, it Zas grasped 
from the measXrement of actiYity intensity Ey actiYity meter. As a resXlt, the intension to Xse the small 
si]e seamless ship transportation system Zas 80%. ,t Zas confirmed that the small si]e seamless ship 
transportation system had high acceptaEility as a pXElic transportation system in remote island areas. 
7he EXrden of the test sXEMects shoZed the high actiYity intensity Zhen they Zere getting Xp/doZn 
EXses and going Xp/doZn the stairs of the ferryEoat. 7herefore, it Zas clarified that the actiYity intensity 
of the small si]e seamless ship transportation system, Zhich passengers did not need to change the 
modes of transport, Eecomes small. 
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離島航路におけるシームレス小型船システムの受容性に関する調査
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日本ᅜ内における㞳ᓥᒃఫ⪅の高㱋化率は高く，過化が進行している．ᅜ内全体の高㱋化率（⥲人ཱྀに༨め

る 65 ṓ以ୖ人ཱྀの合）は，26.7%1）であるのに対し，㞳ᓥの平ᆒ高㱋化率1は 35.3㸣2）と高い水準にある．㞳ᓥ

ᒃఫ⪅は，㏻㝔など本ᅵとの ᮶には࢙ࣇリーや᪑客船を利用しなけれࡤならࡎ，≉に高㱋⪅にとって，本ᅵと

の ᮶にకう㏻結⠇Ⅼ内でのᚅち時間や⛣動などは大きな負担となっている．高㱋化が進ࢇでいる㞳ᓥにおい

て，生ά基┙の⥔ᣢは重要なᨻ⟇ㄢ㢟であるといえる． 
本研究では，㞳ᓥと本ᅵ間の⛣動を定し，乗客がᓥ内のฟ発ᆅから本ᅵの┠的ᆅまで㊰線ࣂスを利用し乗り

えなく⛣動できるࠕシー࣒レス小型船シス࣒ࠖࢸを考し♫会実験を行った．♫会実験では主に㞳ᓥᒃఫ⪅を

⿕験⪅として，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸを利用したシー࣒レス方ᘧの⛣動と㊰線ࣂスと࢙ࣇリーを乗り⥅ࡄᚑ

᮶方ᘧの⛣動を比較し，⿕験⪅がどのようにឤじているのかという受ᐜ性を，利用可能性や負担ឤのほⅬからㄪ

ᰝした．ල体的には，利用可能性はㄪᰝ員による⿕験⪅⪺き取りㄪᰝよりᢕᥱを行い，負担ឤはά動量計による

ά動ᙉ度の計 によりᢕᥱした． 
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シー࣒レス小型船シス࣒ࢸとは，乗客がᓥ内のฟ発ᆅから㊰線ࣂスを利用し乗りえなく本ᅵの┠的ᆅまでい

くことができる，小型船と㊰線ࣂスを⤌み合ࢃせた新しい㏻シス࣒ࢸのことである．♫会実験では，シー࣒レ

ス実験船（┿ 1）を利用して海ୖ区間を⛣動することにより，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸを実現した． 

                                                           
� ���� 年 � 月 � 日現ᅾの㞳ᓥ⯆法指定㞳ᓥ ��� ᓥの平ᆒ値． 
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シー࣒レス実験船は，㞳ᓥ⯟㊰のな⥔ᣢ࣭ᨵၿ࣭௦᭰を㏻じた㞳ᓥの生ά基┙の⥔ᣢ࣭ほගᴗのά性化を

┠的として，船がഛしている᪼㝆⨨を使って搭㍕する㌴୧（ࣂス）が᪑客ᐊとなり，乗客が㏻機関の乗り

えをせࡎに┠的ᆅに⛣動できるࢠࣆーࣂック型の船舶である．シー࣒レス実験船の≉ᚩは，主に以下の 4 Ⅼで

ある． 
(i) ⥲トン数 20 トンᮍ‶の小型船舶である． 
(ii) 船体が F5P 製である． 
(iii) 乗下船⨨を᭷し，᪑客ᐊを兼ねた小型ࣂスを搭㍕できる． 
(iY) 㟁Ẽ自動㌴（E9）の搭㍕も定して急㏿㟁ჾ等の機ჾが搭㍕されている． 
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シー࣒レス小型船シス࣒ࢸの♫会実験は，ᗈᓥ┴大ᓮୖᓥ⏫ⓑ水 と➉原ᕷ➉原 の⯟㊰で行った．図 1 に，

本ᅵと大ᓮୖᓥの⨨関係と 及び⯟㊰を示す． 
♫会実験の⛣動⤒㊰は，大ᓮୖᓥ⏫をฟ発ᆅ，➉原ᕷ内の大型㝔を┠的ᆅとした一 復である． ㊰はシー

スに乗り込み，(ii)ࣂスから小型ࣂによる⛣動であり，(i)⿕験⪅はఫᒃ等の最ᐤりの᪤Ꮡ࣒ࢸレス小型船シス࣒
大ᓮୖᓥ⏫ⓑ水 にて⿕験⪅は小型ࣂスに乗った状態でシー࣒レス実験船に乗船，(iii)シー࣒レス実験船は海ୖ区

間を⯟行し，(iY)➉原ᕷ➉原 にて⿕験⪅は小型ࣂスに乗った状態でシー࣒レス実験船から下船，(Y)小型ࣂスは

➉原ᕷ内の主要施タをᕠᅇし，⿕験⪅は┠的ᆅである大型㝔（中㏻ࣂス）で下㌴した．復㊰はᚑ᮶方ᘧによ

る⛣動であり，(i)⿕験⪅は大型㝔（中㏻ࣂス）のࣂスから㊰線ࣂスに乗㌴し，(ii)➉原 にて㊰線ࣂスから

下㌴，(iii)乗船ๆり場で乗船ๆを㉎入し，(iY)定期࢙ࣇリーで➉原 からⓑ水 まで⛣動，(Y)ⓑ水 ࣂスから

㊰線ࣂスでఫᒃ等の最ᐤりのࣂスまでᡠった．表 1 に♫会実験のスࢪࢣュールを示す． ㊰にシー࣒レス小型

船シス࣒ࢸを，復㊰に㊰線ࣂスと࢙ࣇリーを乗り⥅ࡄᚑ᮶方ᘧの⛣動を体験させた理由は，⿕験⪅が୧⪅の比較

をᐜ易にするためである．なお，⪺き取りㄪᰝは，復㊰⛣動中である࢙ࣇリー内においても行っているが，⿕験

⪅は本ᅵへ⛣動する㝿に࢙ࣇリーを㢖⦾に利用しており，⿕験⪅拘束時間の短⦰のために࢙ࣇリー内にて行った． 
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本ㄪᰝでは，⿕験⪅は表 1 に示す♫会実験スࢪࢣュールにἢって⛣動した．ㄪᰝ員は，⛣動中及び㣗会場に

おいて（表 1 及び┿ 2），⿕験⪅からᬑ段の⛣動状ἣやシー࣒レス小型船シス࣒ࢸの利౽性，利用ព向などにつ

いて，適ᐅ⪺き取りㄪᰝを行った．主なㄪᰝᴫ要を表 2 に示す．全⿕験⪅数は 22 ྡであり，⿕験⪅の年㱋構成を

図 2 に示す．⿕験⪅は主に大ᓮୖᓥ⏫にᒃఫしており，50 ௦以ୖが多く，10㹼20 ௦の⿕験⪅は 5 ྡであった．な

⾲�� ♫ᐇ㦂࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢ�

ᅗ�� ᮏᅵᓮୖᓥࡢ⨨㛵ಀ ཬࡧ⯟㊰�

㛫 ෆᐜ

08䠖49䡚09䠖48
⿕㦂⪅䛿䚸ᓮୖᓥᓥෆ䛾᭱ᐤ䜚䛾䝞䝇䛛䜙ᑠᆺ䝞
䝇䛻㌴䚹ྛ㌴Ⅼ䛛䜙♫ᐇ㦂㛤ጞ䚹

10䠖05䡚10䠖30
⿕㦂⪅䛜ᑠᆺ䝞䝇䛻㌴䛧䛯䜎䜎䚸ᓮୖᓥⓑỈ 䛛䜙
䝅䞊䝮䝺䝇ᐇ㦂⯪䛻⯪䛧䚸➉ཎ 䜎䛷⯟⾜䚹

10䠖40䡚12䠖00

⿕㦂⪅䛜ᑠᆺ䝞䝇䛻㌴䛧䛯䜎䜎䚸➉ཎ 䛷䝅䞊䝮䝺䝇
ᐇ㦂⯪䛛䜙ୗ⯪䛧䚸ᑠᆺ䝞䝇䛷➉ཎᕷ⾤䛾せ⟠ᡤ䜢
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୰㏻䝞䝇䛛䜙➉ཎᕷ⾤䜢㊰⥺䝞䝇䛷➉ཎ 䜎䛷⛣
ື䚹➉ཎ 䛾⯪ๆ䜚ሙ䛷⯪ๆ䜢㉎ධ䚹
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ᐃᮇ䝣䜵䝸䞊䛻⯪䛧䚸ᓮୖᓥⓑỈ 䛻⛣ື䚹䝣䜵䝸䞊
ෆ䛷ㄪᰝ⚊䛻ᇶ䛵䛟⪺䛝ྲྀ䜚ㄪᰝ䚹

14䠖30䡚
ᓮୖᓥⓑỈ ᭱ᐤ䜚䛾⏫ᙺሙ䝞䝇䛛䜙㊰⥺䝞䝇
䛷䚸ᮅ䚸㌴䛧䛯䝞䝇䜎䛷⛣ື䚹
䠄㊰䛾⾜⛬䛾⤊䠅䠄♫ᐇ㦂⤊䠅
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お，30 ௦，40 ௦の⿕験⪅がいないのは，実験実施日が平日であり，これらの年௦の⿕験⪅を確保することが難し

かったためである． 
 

⾲ 2�  ᴫせࡢㄪᰝࡾྲྀࡁ⪺

㡯┠ 詳細 

ㄪᰝ日 ����年 �月 ��日（ᮌ），�月��日（㔠） 

ㄪᰝ人数 ྛ日��ྡ 計 ��ྡ 

ㄪᰝ場所 
ᗈᓥ┴㇏田㒆大ᓮୖᓥ⏫ 

ᗈᓥ┴➉原ᕷ 

ㄪᰝ内ᐜ 

大ᓮୖᓥ⏫内から本ᅵへ⛣動するときのල体的な行動について（㏻手段࣭┠的࣭㢖度） 

大ᓮୖᓥ⏫内から本ᅵへ⛣動するとき，困っていることについて 

᪑客࢙ࣇリーのᚅち時間࣭階段の負担について 

 リー⯟行中に㌴内に留まりたいかどうかについて࢙ࣇ

ᬑ段，本ᅵへ行くときの┠的および㢖度，㈙い物の状ἣについて 

シー࣒レス小型船シス࣒ࢸと࢙ࣇリーの比較について（⛣動のᛌ適性，ᩱ㔠のᨭᡶい形

態，乗時の⛣動） 

シー࣒レス小型船シス࣒ࢸの利用ព向について 

シー࣒レス小型船シス࣒ࢸで結ࢇでしい┠的ᆅについて 

࣭࣭࣭その，それらを選択した理由など 
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現状における㏻手段をㄪᰝした．ᓥ内の自Ꮿから までの㏻手段についてのㄪᰝ結果を図 3 に示す．༙数

以ୖの 13 ྡがࠕ㌴（自分で㐠転）ࠖ とのᅇ答であった．ᓥ内には」数の があり，高㏿船の 以外は㥔㌴場が

ഛされていることが多い．そのため の㥔㌴場を利用してᚐṌで࢙ࣇリーに乗船する⿕験⪅も 3 ྡいた．またᓥ

内には㊰線ࣂスや⚟♴ࣂスの㐠行がされているが，࢙ࣇリーに接⥆する㊰線ࣂスがᑡない等の理由で⿕験⪅の中

でࣂスを利用して へクࢭスしている⿕験⪅はいなかった． 
次に，本ᅵഃの から┠的ᆅまでの㏻手段について示した結果を図 4 に示す．図 4 より，ࠕ㌴（自分で㐠転）ࠖ

が༙数を༨める結果となった．これらの⿕験⪅は，㌴を࢙ࣇリーに乗船させて本ᅵまで⛣動している⿕験⪅であ

る．一方で，ࣂスの利用⪅は 7 ྡであった．࢙ࣇリーにᚐṌで乗船する⿕験⪅は，本ᅵഃの⛣動では㊰線ࣂスを

利用していた．本ᅵഃについては，࢙ࣇリーと㊰線ࣂスの接⥆が比較的良いため，࢙ࣇリーの自動㌴⯟㉮㐠㈤を

⠇⣙するために，ᚐṌで࢙ࣇリーに乗っているとのពぢもあった． 
本ᅵへ⛣動するときに困っていることについて（図 5）は，࢙ࣇࠕリーと㝣ୖ公ඹ㏻の接⥆がㄢ㢟ࠖというព

ぢが最も多かった．≉にᓥ内の㊰線ࣂスとの接⥆の向ୖをᮃࡴពぢが多く，ᓥ内の まで㌴で向かうが多い一つ

の要ᅉとなっているとゝえる．また行きは時間が合ࢃせやすいが，ᖐりの⛣動に困るとのពぢも多く⪺かれた． 
㞳ᓥᒃఫ⪅が主に本ᅵへ⛣動する㢖度とその┠的について，図 6，図 7 に示す．本ᅵへの⛣動の㢖度は，ࠕ月 2

㹼3 ᅇ⛬度 かࠖらࠕ月 1 ᅇ⛬度 がࠖ多くを༨めていることがࢃかる．その┠的については༙数の 10 ྡがࠕ㈙い物ࠖ

であり，5 ྡがࠕ㏻㝔ࠖであった．㈙い物については，日用ရの多くはᓥ内で㉎入しているが，ရᥞえなどを求

めて本ᅵへ㈙い物に行くなどのពぢが多かった． 
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現状の࢙ࣇリーのࢧーࣅス等についてㄪᰝした．図 8 は自Ꮿから までの⛣動の負担についての結果である．

全く負担にឤじないࠖにᅇ答が大きくࠕやや負担にឤじるࠖとࠕ 2 つに分かれる結果となった．ᬑ段㌴で⛣動し

ている⿕験⪅は，ࠕ負担にឤじない とࠖᅇ答しており，それ以外の⿕験⪅は負担にឤじているというᅇ答が多かっ

た．日ᖖ，㌴で⛣動している⿕験⪅が負担にឤじる理由では，㥔㌴場の✵き状ἣがẼになるとのពぢがあった． 
図 9 は࢙ࣇリーのᚅち時間についての結果である．➉原 とⓑ水 及びᆶ水 を結ぶ࢙ࣇリーの㢖度は，ᴫね

30分に1౽である．⿕験⪅の多くは࢙ࣇリーの時間に合ࢃせて行動しているため，度良いとのᅇ答が多かった．

また 15 分⛬度はいつもᚅっているのでၥ㢟ないとのពぢもあった． 
図 10 は，࢙ࣇリーにおける客ᐊへの階段について，どの⛬度負担となっているかについての結果である．当

ヱ࢙ࣇリーは，1 階部分が㌴୧甲板，2 階部分が客ᐊ甲板となっており，客ᐊへの⛣動は階段を用いる．ࠕとても

負担にឤじるࠖが 9 全く負担にឤじないࠖがࠕ，ྡ 6 ྡであった． 
図 11 は，㌴を࢙ࣇリーに乗せた㝿，⯟行中に㌴内に留まりたいかについてᑜねた結果である．多くの⿕験⪅

が，ࠕ㌴内に留まりたいࠖとឤじていることがࢃかった．≉に⯟㊰が 30 分⛬度と比較的短いことも影響している

と考えられる．ࠕ留まりたくない とࠖᅇ答している⿕験⪅は，エンࢪンをかけて中にᒃることが⎔境に負荷をかけ

るようで⏦しヂないという理由であった． 
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シー࣒レス小型船シス࣒ࢸの場合と，ᚑ᮶の࢙ࣇリー利用の場合についてどちらかᮃましいかを，ᛌ適性（図

12），ᩱ㔠ᨭᡶい（図 13），乗り場での⛣動の面（図 14，15）からㄪᰝをした．シー࣒レス小型船シス࣒ࢸがᛌ適

であるとᅇ答した⿕験⪅は，主にࢶ࣭ࢻー࣭ࢻの࣓リットを評価していた．࢙ࣇリー利用がᛌ適であるとᅇ

答した⿕験⪅は，船内の✵間がᗈくてᛌ適であるという理由が多かった．しかしこれらの⿕験⪅でも荷物がある

場合などはシー࣒レス小型船シス࣒ࢸによる⛣動が良いとのពぢであった． 
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ᩱ㔠のᨭᡶいについては，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸでは，ᩱ㔠のᨭᡶいは 1 ᅇになるが，࢙ࣇリー利用では，

乗り⥅ࡄ度にᩱ㔠のᨭᡶいが発生する．そのため全てのᅇ答がシー࣒レス小型船シス࣒ࢸの方がᮃましいという

結果になったと考えられる．そのにも࢙ࣇリー乗船時にࢣࢳットり場まで行って㉎入するのは手間というព

ぢや，乗船ๆや 復ๆを無くしてしまうことがあるというពぢもあった．➉原ഃの㊰線ࣂスでは，㏻⣔ ,C ー࢝

スでは利用できないため，利用できるようにしてḧしいといࣂリーや大ᓮୖᓥの㊰線࢙ࣇ，の利用ができるがࢻ

うពぢもあった． 
リー乗り場࢙ࣇスからࣂ，は࣒ࢸレス小型船シス࣒リー乗り場までの⛣動については，シー࢙ࣇスからࣂ

までの⛣動が無いためにྠࠕじࠖもしくはࠕシー࣒レス小型船シス࣒ࢸの方が良いࠖという結果になった．ࠕやや

リー利用の方が良い࢙ࣇ とࠖᅇ答した⿕験⪅は，⛣動も㐠動の一部と考えている⿕験⪅であった．ᬕኳ時ではྠࠕ

じࠖとᅇ答している⿕験⪅も，㞵ኳ時ではࠕシー࣒レス小型船シス࣒ࢸが良いࠖとᅇ答する⿕験⪅が多かった．

ᚅ合所から࢙ࣇリーまでの⛣動についてもྠ様に，㞵ኳ時はࠕシー࣒レス小型船シス࣒ࢸが良いࠖとᅇ答した⿕

験⪅が多くなった．≉にചをさす手間を考えるとシー࣒レス小型船シス࣒ࢸがよいというពぢや，࢙ࣇリー利用

は័れているが₻ộにより傾斜が変化するᱞ橋は高㱋⪅には大変というពぢもみられた． 
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⿕験⪅に対して，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸが㐠行された場合の利用ព向についてᑜねた結果を図 16 に示す．

どちらでもࠖをྵめるとࠕ，利用したいࠖというពぢが多くࠕ 70㸣を超える結果となった．シー࣒レス小型船シ

ス࣒ࢸを選択した理由では，ᑗ᮶，自分自㌟がఱṓまで㐠転できるかが不安というពぢがあり，㐠転できなくなっ

た場合の利用ព向はᙉいことが᫂らかになった．選択しない理由では，㞳ᓥᒃఫ⪅はᬑ段，㌴での⛣動が多く，

シー࣒レス小型船シス࣒ࢸの乗㌴ᆅⅬが，⿕験⪅にとって㐲い場合はクࢭスが負担ということであった．今ᅇ

の♫会実験では，᪤Ꮡの㊰線ࣂスのࣂスを乗㌴ᆅⅬとしていたため，一部の⿕験⪅にとっては乗㌴ᆅⅬが㐲い

状ἣが発生していた．そのためシー࣒レス小型船シス࣒ࢸの㐠行方法については，㢖度を増やすために᪤Ꮡ船と

のే用，㊰線ࣂス型ではなく࢜ンデ࣐ンࢻ型㐠行，ࣂスに㥔㌴場をタけてࣃーク࣭ンࣂ࣭ࢻスラࢻ方ᘧに

するなどの利౽性向ୖ⟇の検討が必要と考えられる． 
シー࣒レス小型船シス࣒ࢸで結ࢇでḧしい┠的ᆅについて⪺いた結果が図 17 である．ᕼᮃ┠的ᆅは㝔が多く

次いで㏻結⠇Ⅼである㥐や✵ ，さらにはショッࣆングࢭンターという㡰であった．㝔については大ᓮୖᓥ

⏫にないᑓ㛛་と結ࢇでḧしいというពぢが多かった． 
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本ㄪᰝでは，㞳ᓥと本ᅵ間の⛣動を定し，主に㞳ᓥᒃఫ⪅を⿕験⪅とした♫会実験を㏻じて，シー࣒レス小

型船シス࣒ࢸ及び࢙ࣇリー利用の⛣動について，⪺き取りㄪᰝにより‶㊊度などのㄪᰝを行った．その結果，シー

の利用ព向は࣒ࢸレス小型船シス࣒ 8 が⫯定的な結果となり，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸは㞳ᓥᆅᇦの公ඹ

㏻機関として利用可能性が高いことが確認できた．一方で，ᓥ内の㏻利用実態では，⣙ 75㸣が自Ꮿから まで

㌴で⛣動していることから，自Ꮿから最ᐤりࣂスまでのᚐṌが負担とのពぢもあった．そのためシー࣒レス小

型船シス࣒ࢸ導入にあたっては，留ពする必要があるといえる．≉に大ᓮୖᓥ⏫ではᓥから本ᅵの㝔と結ࢇで

ḧしいࢽーズが高く，それに合ࢃせた㊰線を⤌ࡴことなど，ᆅᇦにあった㐠行形態を導入することが重要である

といえる． 
 
 

��� άື㔞ィࡿࡼ㈇ᢸឤࡢㄪᰝ�
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本❶では，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸ及び࢙ࣇリー利用における利用⪅の負担度合いについて，ά動ᙉ度の指

標を用いて評価した結果を示す． 
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㏻行動におけるᢠは，所要時間や㏻㈝ࡔけでなく，㌟体的な負担も重要な要ᅉとして考៖される．㌟体

的な負担を定量的にᤊえるには，エネルࢠーᾘ㈝量やά動ᙉ度などの計 評価手法が用いられるが，ά動ᙉ度を

表す指標である ME7s（࣓ッࢶ）は，乗行動ࢥストを算ฟする᰿ᣐのࡦとつとして用いられている 4）． 
ά動ᙉ度 ME7s（࣓ッࢶ）は，㌟体ά動のᙉさを安㟼時のఱಸに┦当するかで表す単であり，ᗙって安㟼に

している状態が 1ME7s，ᬑ㏻Ṍ行が 3ME7s に┦当する 5）．なお，ά動ᙉ度 ME7s は，年㱋࣭体重࣭性ูࡈとに␗

なる安㟼時の㓟⣲ᦤ取量を基準とする指標であるため，高㱋⪅と非高㱋⪅のά動ᙉ度に᭷ពなᕪは認められない．

表 3 はά動内ᐜと࣓ッࢶの関係2を示している． 
 

⾲ 3� άືᙉᗘ㸦ME7s㸧άືෆᐜࡢ㛵ಀ 5) 

 

 
ά動ᙉ度 ME7s（࣓ッࢶ）は，㌟体ά動量を高精度に 定できるά動量計（図 18）を用いて 定した． 
実験は，๓ᥖ表 1 に示したスࢪࢣュールの㏻り行った．ල体的には，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸ（ ㊰）は自

Ꮿの最ᐤりࣂスでࣂスに乗㌴する時Ⅼから大型㝔（中㏻ࣂス）で下㌴するまで，࢙ࣇリー利用（復㊰）は，

大型㝔（中㏻ࣂス）からࣂスに乗㌴する時Ⅼから自Ꮿの最ᐤりࣂスでࣂスを下㌴するまでである． 
ά動ᙉ度の 定は，表 1 が示す♫会実験の開ጞから終までの間，すなࢃち，⿕験⪅が ㊰でᓥ内のࣂスを

                                                           
� 詳しくは，ᅜ❧健ᗣ࣭ᰤ㣴研究所�ᨵゞ∧ࠗ㌟体ά動の࣓ッࢶ（7)0㹱）表 ，࠘����．をཧ↷のこと． 
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㻣.0 䝆䝵䜼䞁䜾䠈䝃䝑䜹䞊䠈䝔䝙䝇䠈ỈὋ䠖⫼Ὃ䠈䝇䜿䞊䝖䠈䝇䜻䞊
㻣.5 ᒣ䜢Ⓩ䜛䠖⣙1䡚2㼗㼓䛾Ⲵ≀䜢⫼㈇䛳䛶
8.0 䝃䜲䜽䝸䞁䜾䠄⣙20㼗㼙/䠅䠈䝷䞁䝙䞁䜾䠖134㼙/ศ䠈ỈὋ䠖䜽䝻䞊䝹䠈䜖䛳䛟䜚䠄⣙45㼙/ศ䠅
10.0 䝷䞁䝙䞁䜾䠖161㼙/ศ䠈ᰂ㐨䠈✵ᡭ䠈䜻䝑䜽䝪䜽䝅䞁䜾䠈䝔䝁䞁䝗䞊䠈䝷䜾䝡䞊䠈ỈὋ䠖ᖹὋ䛞
11.0 ỈὋ䠖䝞䝍䝣䝷䜲䠈ỈὋ䠖䜽䝻䞊䝹䠈㏿䛔䠄⣙㻣0㼙/ศ䠅䠈άⓎ䛺άື
15.0 䝷䞁䝙䞁䜾䠖㝵ẁ䜢ୖ䛜䜛

㻹E㼀s
䝯䝑䝒

άືෆᐜ

ᅗ 18� ᐇ㦂⏝ࡓࡋάື㔞ィ࣒ࣥࣟ࢜ H-A-350,7 

(371)

33ᾏୖᢏ⾡Ᏻ◊✲ᡤሗ࿌ࠉ➨ �� ᕳࠉ➨ 㞟ྕ㸦ᖹᡂ≉ࠉྕ� �� ᖺᗘ㸧�⥲ྜሗ࿌

蘭ETs

メッツ
活勘内容

omRon 

閻 1.-8ぶ
^｀ ’'v,．、wk• 9’999 

◄ 喪示切111決定 ► 
メモリ



 

 

乗㌴する時Ⅼからᖐ㊰でᓥ内のࣂスで下㌴する時Ⅼまで行った．ල体的な方法としては，⿕験⪅の⭜部（࣋ル

ト⨨）にά動量計をᅛ定し，㌟体ά動量を記㘓した．ά動量計は，自動的に 10 ⛊間㝸で 3 ㍈の加㏿度を計 し，

その結果をά動ᙉ度の単 ME7s として記㘓する．実験後に，記㘓された時้，Ṍ数，ά動ᙉ度などのデータは，

トでࣇࢯンへ㏦ಙし，⟶理ࢥࢯࣃ CS9 形ᘧにデータを変し，表計算ࣇࢯトでゎᯒした． 
 
���� άືᙉᗘࡢホ౯⤖ᯝ 
⿕験⪅のά動ᙉ度を，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸ利用（ ㊰），及び࢙ࣇリー利用（復㊰）に分けて以下に示す． 
22 ྡの⿕験⪅のうち， 9 月 17 日(水)にཧ加した⿕験⪅ 6 ྡ，9 月 18 日(ᮌ)にཧ加した⿕験⪅ 4 ྡ，計 10 ྡを

ᢳฟして，利用した最ᐤりのࣂスがྠじ⿕験⪅ࡈとに，ྛཧ加⪅のά動ᙉ度の時間変化を分ᯒした．表 4 に，

⿕験⪅の年㱋と性ูを示すとともに，対応するά動ᙉ度の図をᩚ理した．なお，グラࣇでは平化する┠的で 1
分ࡈとのά動ᙉ度の⛣動平ᆒ値を用いている．また，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸ利用時の（トレ）ఇ᠁時間，

及び࢙ࣇリー乗り場でのᚅ合時間は，1ME7s として一ᚊに評価した． 
シー࣒レス小型船シス࣒ࢸ利用時の場合（図 19a，図 20a，図 21a をཧ↷），ࣂスに乗㝆する㝿のά動ᙉ度は 2ME7s

を超過するが，Ṥどの時間ᖏで 1㹼2ME7s の⠊ᅖ内であった．一方，࢙ࣇリー利用の場合（図 19E，図 20E，図

21E をཧ↷）は，ࣂスの乗㝆時と࢙ࣇリーの乗㝆時にά動ᙉ度が大きくなった．≉に，࢙ࣇリーの階段乗㝆時の

ά動ᙉ度は 3ME7s ぼྠ等の利用時と࣒ࢸレス小型船シス࣒どであった．なお，╔ᗙ中のά動ᙉ度はシー 1㹼
2ME7s の⠊ᅖ内であった． 
 

⾲ 4� ⿕㦂⪅ࡢᒓᛶᑐᛂࡿࡍཧ↷ᅗᩚࡢ⌮⾲ 
 定日 ⿕験⪅ ,D 年㱋 性ู ά動ᙉ度のཧ↷図 

9 月 17 日 
01 58 ṓ ዪ性 

図 19a 
図 19E 

02 63 ṓ ዪ性 
03 64 ṓ ዪ性 

9 月 17 日 
04 58 ṓ ⏨性 

図 20a 
図 20E 

05 19 ṓ ዪ性 
06 19 ṓ ⏨性 

9 月 18 日 

07 63 ṓ ዪ性 
図 21a 
図 21E 

08 65 ṓ ዪ性 

09 65 ṓ ⏨性 

10 62 ṓ ዪ性 
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ᅗ 21E�  άືᙉᗘࡿࡼ⏝࣮࢙ࣜࣇ
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���� άືᙉᗘࡿࡼㄪᰝࡵࡲࡢ 
⛣動中のά動ᙉ度は，ࣂスの╔ᗙ中で 1㹼2ME7s，ࣂスの乗㝆時で 2ME7s，࢙ࣇリーの階段᪼㝆時で 3ME7s

かった．ᚑっࢃれの᮲௳においても，乗や⛣動時にά動ᙉ度が大きくなることがࡎどであった．そのためい

て，ࣂスの乗㝆時のᅇ数がᑡなく，࢙ࣇリーのような階段を᪼㝆する必要がないシー࣒レス小型船シス࣒ࢸ利用

時のά動ᙉ度は，小さくなる結果となった． 
なお，3ME7s 以ୖの生άά動のとしては，ᬑ㏻Ṍ行(3.0ME7s)，散Ṍ時のṌ行(3.5ME7s)，階段をࡺっくりୖ

る(4.0ME7s)，やや㏿Ṍ(4.3ME7s)，かなり㏿Ṍ(5.0ME7s)などがᣲࡆられる．このように，そののά動ᙉ度をཧ

↷࣭比較した場合，⛣動にకうά動ᙉ度が≉段大きいとはゝえないが，ྠじά動ᙉ度であっても加㱋とともに負

担ឤは増大する．本ㄪᰝでは，࢙ࣇリー2 階部分にある客ᐊへ階段（┿ 3）を使用して⛣動することも一✀の㐠

動とᤊえている⿕験⪅がいた一方，࢙ࣇリーの階段が㎞く，࢙ࣇリー1 階部分にあるシルࣂーᐊ（┿ 4㸸ᑡ人数

利用，✵ㄪഛ，❆はない）をᬑ段利用している⿕験⪅もいた．このような階段⛣動を㎞くឤじる人たちにとっ

てシー࣒レス小型船シス࣒ࢸは࣓リットがあると考える． 
 

 

┿ 3�  㸦ྑ㸧ࣉࢵࢸࢫࡢ㌴ࢫࣂ㝵ẁ㸦ᕥ㸧ࡢ࣮࢙ࣜࣇ
 

 
┿ 4� 1࣮࢙ࣜࣇ 㝵㒊ศ࣮ࣂࣝࢩࡿ࠶ᐊ 
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本研究では，㞳ᓥと本ᅵ間の⛣動を定し，乗客がᓥ内のฟ発ᆅから本ᅵの┠的ᆅまで㊰線ࣂスを利用し乗り

えなく⛣動できるࠕシー࣒レス小型船シス࣒ࠖࢸを考し♫会実験を行った．♫会実験では，主に㞳ᓥᒃఫ⪅

を⿕験⪅として，シー࣒レス実験船を用いたシー࣒レス小型船シス࣒ࢸによる⛣動と㊰線ࣂスと࢙ࣇリーを乗り

⥅いࡔᚑ᮶の⛣動について，⿕験⪅がどのようにឤじているのかを，利用可能性や負担ឤのほⅬからㄪᰝした．

その結果，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸの利用ព向は 8 が⫯定的な結果となり，シー࣒レス小型船シス࣒ࢸは㞳

ᓥᆅᇦの公ඹ㏻機関として利用可能性が高いことが確認できた．一方で，ᓥ内の㏻利用実態では，⣙ 75㸣が

自Ꮿから まで㌴で⛣動していることから，自Ꮿから最ᐤりࣂスまでのᚐṌが負担とのពぢもあった．そのた

めシー࣒レス小型船シス࣒ࢸ導入にあたっては，ᆅᇦにあった㐠行形態を検討する必要があるといえる．負担ឤ

のほⅬからは，⛣動中のά動ᙉ度は，╔ᗙで 1㹼2ME7s，ࣂスの乗㝆時で 2ME7s，࢙ࣇリーの階段᪼㝆時で 3ME7s
レス小࣒リーのような階段を᪼㝆する必要がないシー࢙ࣇ，スの乗㝆ᅇ数がᑡなくࣂ，どであった．そのため

型船シス࣒ࢸを利用した㝿のά動ᙉ度は，࢙ࣇリー利用時と比較して⣙ 1㹼2ME7s ど小さくなることから，負

担ឤにおいてもシー࣒レス小型船シス࣒ࢸは᭷用な㏻シス࣒ࢸであるとゝえる． 
今後のㄢ㢟として，本研究では，小型ࣂス及びシー࣒レス実験船を準ഛしたୖで♫会実験を行った．実㝿にシー

のㄪᩚや㐠㈤タ定のあり方，採算性のࣖスとのダࣂを㐠行する㝿には，㞳ᓥ⯟㊰と㊰線࣒ࢸレス小型船シス࣒

ၥ㢟が生じると考えられる．シー࣒レス小型船シス࣒ࢸが㞳ᓥᆅᇦの公ඹ㏻シス࣒ࢸとして導入する㝿はこれ

らを⥲合的にุ᩿する必要があるとゝえる． 

 
 

ㅰ� � ㎡�

 
本研究は，ᅜᅵ㏻省の公ເ型の➇த的㈨㔠ไ度であるࠕ㏻㐠㍺ᢏ⾡開発推進ไ度ࠖにおけるࠕ㞳ᓥの㏻

ᨭのためのシー࣒レス小型船シス࣒ࢸの開発ࠖにより実施した．♫会実験にあたっては大ᓮୖᓥ⏫ᙺ場，大ᓮ

Ỷ船ᰴᘧ会♫及びさࢇようࣂスᰴᘧ会♫，大ᓮୖᓥ⏫にᅾఫの方ࠎをはじめとする多くの方ࠎにࡈ༠力いたࡔい

た．ここに深くㅰពを表する． 
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